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調査結果の概要 

第１部 世帯と世帯員の状況 

（調査票①の結果 集計対象 2,143世帯、4,293人の状況） 

 

第１章 集計対象者の性・年齢階級 

 集計対象者 4,293 人の世帯員の性別をみると、男性 47.0％、女性 52.0％、平均年齢は男性 48.3

歳、女性は 50.3歳となっている。（図Ⅰ-1-1）【報告書本文 17p】 

 

 

   

（注１） 男性 47.0％、女性 52.0％で合計が 100％にならないのは、性別「その他」を回答した人が 28人、 

性別無回答の人が 14人いるため。 

（注２）女性 2,234人は年齢無回答の人を含むため、内訳の合計と一致しない。 

 

 

≪参考≫住民基本台帳による東京都の世帯と人口（令和６年１月１日）（総務局） 

  
（注）図・表の番号は、本文中の番号である。 
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第２章 世帯と世帯員の状況 

１ 世帯人員 

世帯人員は、「１人」の割合が 42.3％、「２人」が 30.1％となっている。 

また、平均世帯人員は 2.0人となっている。（図Ⅰ-2-1）【本文 19p】 
 
 

  
 

２ 住居の状況 

住居の種類は、「持家」の割合が 55.9％、「借家・賃貸住宅等」が 39.0％となっている。 

（図Ⅰ-2-5）【本文 21p】 
 
 

   
 

３ 世帯員の就業の状況 

就業の状況を性別でみると、「就業者」の割合は、男性 62.5％、女性 52.9％となっている。 

（表Ⅰ-3-2）【本文 34p】 
 

  表Ⅰ-3-2 就業状況－性・年齢階級別 

   
（注１） ※１は、令和元年度調査では「家事などのかたわらに仕事」としていた。 

（注２） ※２は、令和元年度調査では「通学のかたわらに仕事」としていた。 

（注３） ※３は、令和元年度調査では「家事専業」としていた。 

（注４） ※４は、令和元年度調査では「通学のみ」としていた。 
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４ 世帯収入の状況 

（１）主な世帯収入の種類 

 主な世帯収入の種類は、「賃金・給料」の割合が 53.9％と最も高く、次いで「年金・恩給」が

21.6％となっている。（表Ⅰ-2-3）【本文 24p】 

 

   

 

（２）世帯の年間収入 

   世帯の年間収入（令和５年分）は、「「300～400万円未満」の割合が 12.9％と最も高く、次いで

「200～300万円未満」が 11.9％となっている。（表Ⅰ-2-4）【本文 24p】 
 

表Ⅰ-2-4 世帯の年間収入 
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第３章 世帯における医療機関の受診状況 

１ 医療費助成の状況[複数回答] 

この１年間に医療費助成を受けたか聞いたところ、「受けている」人が 12.6％、「受けていない」
人が 78.0％となっている。（図Ⅰ-4-1） 

  また、受けている人（539人）に、助成の種類を聞いたところ、「義務教育就学児医療費助成」の
割合が 31.0％「乳幼児医療費助成」が 24.1％となっている。（図Ⅰ-4-2）【本文 37p】 

 

図Ⅰ-4-1 医療費助成の有無    図Ⅰ-4-2 医療費助成の種類[複数回答] 

   
 

２ 最初にかかる医療機関の種類とかかりつけ医の有無 

体の不調を感じた場合、まず最初にどの医療機関にかかるか聞いたところ、「近くの診療所」の割
合が 72.3％と最も高く、次いで「地域の病院」が 16.1％、「都立病院や大学病院などの大きな病院」
が 2.5％となっている。（図Ⅰ-4-5） 
また、「わからない」と回答した人及び「無回答」を除く 3,974人に、その医療機関がかかりつけ

医であるか聞いたところ、「はい」の割合が 81.7％となっている。（図Ⅰ-4-6）【本文 43p】 
 

 

  
３ かかりつけ歯科医の有無 

かかりつけ歯科医を決めているか聞いたところ、「決めている」割合が 71.9％、「決めていない」
が 22.2％となっている。（図Ⅰ-4-8）【本文 46p】 

 

図Ⅰ-4-8 かかりつけ歯科医の有無 

  
（注）※は、令和元年度では「特に決めていない」としていた。 
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４ 休日・夜間の医療機関の受診の有無と受診の際の交通手段[複数回答] 

過去１年間に医療機関を受診した人（3,848人）に、休日・夜間に医療機関を受診したことがある

か聞いたところ、「休日のみ受診」の割合が 6.4％、「夜間のみ受診」が 2.9％、「休日、夜間ともに受

診」が 2.3％となっており、これらを合わせた割合は 11.6％となっている。（図Ⅰ-4-10） 

また、受診した人（447人）に、受診の際の交通手段を聞いたところ、「自転車・徒歩」の割合が

49.2％、「自家用車」が 24.4％となっている。（図Ⅰ-4-11）【本文 51p】 
 

－11 
 

 
 

５ 緊急時の対応[複数回答] 

夜間や休日に自分や家族が急に具合が悪くなったり、ケガをして、どうしていいのか判断に迷っ

た時どうするか、世帯における対応方法を聞いたところ、「家族や知人などに相談する」の割合が

39.1％で最も高く、次いで「救急医療機関や当番医に電話で相談する」が 34.5％、「救急相談センタ

ー（＃7119）や子供の健康相談（＃8000）に電話する」が 31.5％となっている。 

「救急車を呼ぶ」の割合は 27.3％で、令和元年度調査（51.7％）と比べて 24.4 ポイント減少し

ている。（図Ⅰ-4-13）【本文 52p】 

 

 

 
（注１） ※１は、令和元年度調査では「家族や応援してくれる知人などに相談する」としていた。 

（注２） ※２は、令和元年度調査では「救急相談センター（#7119）に電話する」としていた。 
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図Ⅰ-4-11受診の際の交通手段[複数回答] 

 

図Ⅰ-4-13 緊急時の対応[複数回答] 
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第２部 健康と医療に関する実態と意識 

（調査票②の結果 集計対象 2,143 世帯の満 20 歳以上の世帯員 3,711 人のうち、回答を得られた

2,658人の状況） 

 

回答者の性・年齢階級の内訳については、次のとおりである。（図Ⅱ-1-1）【本文 55p】 

 

 図Ⅱ-1-1 回答者の性・年齢階級 

 
 （注）男性 1,384 人、女性 1,272 人の合計が 2,658 人にならないのは、性別「その他」を回答した人が２人いるため。 

 

≪参考≫令和元年度調査（集計対象 3,283世帯、5,627人回答） 
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186 

237 

230 

220 

135 

71 

119

129

166

209

248

306

308

234

201

227

300

269

157

135

２０～２４歳

２５～２９歳

３０～３４歳

３５～３９歳

４０～４４歳

４５～４９歳

５０～５４歳

５５～５９歳

６０～６４歳

６５～６９歳

７０～７４歳

７５～７９歳

８０～８４歳

８５歳以上

男
46.5％

（2,618人）

女
53.5％

（3,009人）2.7

4.4

5.7

6.0

6.9

8.5

9.4

9.8

8.1

7.1

9.1

8.8

8.4

5.2

4.5

4.3

5.5

6.9

8.2

6.7

10.2

7.8

7.5

10.0

10.2

4.0

8.9

5.2

(単位：人）（単位：％） （単位：％）
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第 1章 健康づくりの状況 

１ 健康状態の評価 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、自分の健康状態についてどのように感じているか聞いたとこ

ろ、「まあよい」の割合が 59.4％と最も高く、次いで「あまりよくない」の割合が 19.5％となって

いる。「よい」と「まあよい」を合わせた割合は、77.0％となっている。（図Ⅱ-1-2）【本文 57p】 

 

 

  

 

２ 1日の食事の栄養バランス 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、普段の１日の食事（３食）のうち、何回、主食（ご飯、パン、

麺類など）、主菜（肉、魚、卵、豆腐などの豆製品を使ったおかず）、副菜（野菜を使ったおかず）

をそろえた食事をしているか聞いたところ、「１日２食はそろえている」割合が 35.7％となってお

り、「３食ともそろえている」は 19.5％となっている。（図Ⅱ-1-4）【本文 60p】 

 

   

 

３ 朝食の有無 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、普段朝食を食べない（欠食する）ことがあるか聞いたところ、

「朝食は必ず食べる」の割合が 66.4％となっている。 

一方で、「朝食はほとんど食べない」（15.3％）、「週に３～４日食べないことがある」（5.2％）、「週

に１～２日食べないことがある」（12.7％）を合わせた「朝食を食べないことがある」の割合は 33.3％

となっている。（図Ⅱ-1-6）【本文 64p】 
 

  図Ⅱ-1-6 朝食の有無 

 
 

（注）「菓子、果物、乳製品、嗜好飲料などの食品のみを食べた場合」「錠剤などのサプリメント、栄養ドリンク剤のみの場
合」は欠食としている。 

17.6 

23.6 

59.4 

56.8 

19.5 

16.1 

3.1 

2.8 

0.5 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和６年度

（2,658人)

令和元年度

（5,627人)

よい まあよい 無回答よくないあまり

よくない

77.0

80.5

28.0 

30.9 

35.7 

35.4 

19.5 

18.3 

16.5 

14.7 

0.3 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和６年度

（2,658人)

令和元年度

（5,627人)

１日１食は
そろえている

１日２食は
そろえている

３食とも
そろえている

特に気に
していない

無回答

66.4 

66.9 

12.7 

12.8 

5.2 

5.1 

15.3 

14.4 

0.3 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和６年度

（2,658人)

令和元年度

（5,627人)

朝食は必ず食べる 週に１～２日
食べないこと
がある

週に３～４日
食べないこと
がある

朝食は
ほとんど
食べない

無回答

朝食を食べないことがある 33.3

図Ⅱ-1-2 健康状態の評価 

図Ⅱ-1-4 1日の食事の栄養バランス 
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（１）朝食の有無－性・年齢階級別 

   朝食の有無を性・年齢階級別でみると、「朝食を食べないことがある」割合は、30 代男性では

69.7％、20代女性では 57.3％となっている。一方で、「朝食は必ず食べる」割合は、男女とも 60

代以上では７割を超えている（73.8％～92.1％）。（図Ⅱ-1-7）【本文 65p】 
 

図Ⅱ-1-7 朝食の有無－性・年齢階級別 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

64.9 

36.3 

30.3 

53.5 

60.6 

78.5 

82.0 

92.1 

12.3 

25.0 

25.0 

16.4 

11.9 

5.1 

9.0 

4.3 

5.3 

15.0 

11.2 

6.6 

5.5 

3.1 

1.7 

0.7 

17.3 

23.8 

33.6 

23.0 

21.9 

13.3 

6.9 

1.4 

0.3 

-

-

0.5 

-

-

0.4 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

（1,384人)

20～29歳

（80人）

30～39歳

（152人）

40～49歳

（213人）

50～59歳

（310人）

60～69歳

（256人）

70～79歳

（233人）

80歳以上

（140人）

男 性

無回答週に１～２日

食べないことがある

週に３～４日

食べないことがある
朝食はほとんど

食べない

朝食を食べないことがある 34.8 

69.7

朝食は必ず

食べる

68.1 

42.7 

52.7 

56.6 

65.5 

73.8 

80.9 

90.7 

13.1 

21.4 

18.9 

19.8 

13.6 

10.8 

7.6 

5.0 

5.2 

10.7 

10.1 

4.9 

8.1 

3.6 

0.4 

1.2 

13.3 

25.2 

18.2 

18.7 

12.8 

11.3 

10.2 

2.5 

0.3 

-

-

-

-

0.5 

0.9 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

（1,272人)

20～29歳

（103人）

30～39歳

（148人）

40～49歳

（182人）

50～59歳

（258人）

60～69歳

（195人）

70～79歳

（225人）

80歳以上

（161人）

女 性

朝食は必ず

食べる
週に１～２日

食べないことがある

週に３～４日

食べないことがある

朝食はほとんど

食べない

朝食を食べないことがある 31.6

57.3

無回答
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４ 食生活・生活習慣の改善意欲 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、自分の健康のために、食生活の改善や運動量の増加などの生

活習慣をより良い方向にすることに関心があるか聞いたところ、「大いにある」の割合が 39.9％、

「少しある」が 47.6％となっており、これらを合わせた割合は 87.5％となっている。（図Ⅱ-1-8）

【本文 67p】 
 

 図Ⅱ-1-8 食生活・生活習慣の改善意欲 

  
 

（注）※は、令和元年度調査では「十分にある」としていた。 

 

５ 日常生活における歩数 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、日常生活における歩数の増加のための目標値（※）を達成し

ているか聞いたところ、「達成している」の割合が 39.1％、「達成していない」が 60.1％となってい

る。（図Ⅱ-1-10）【本文 70p】 

 

図Ⅱ-1-10 日常生活における歩数 

 
 

（注１）令和元年度調査では、生活活動（日常生活で身体を動かすこと）の実行度を聞く設問としていた。 

（注２）各目標値の達成については、調査票に「歩数が不明な場合は、以下【目標値】の（参考）から、目標を達成している

かご確認ください。」と記載し、回答してもらった。 

 

 

39.9 

41.3 

47.6 

42.3 

9.6 

12.6 

2.1 

3.2 

0.8 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和６年度

（2,658人)

令和元年度

（5,627人)

大いにある※ 無回答少しある まったくないあまりない

87.5

達成して

いる

39.1 

達成して

いない

60.1 

無回答

0.8 

100%

(2,658人)

※目標値 

  20～64歳  ：男性 8,000歩、女性 8,000歩 

  65歳以上 ：男性 6,000歩、女性 6,000歩 

（参考）10分の歩行で約 1,000歩に相当します。 

なお、「日常生活における歩数」は、主として、労働場面（荷物の運搬等）・家庭場面（掃除

をするなど）・移動場面（階段を上るなど）における歩数の総数を指します。 

（出典：「健康日本２１（第三次）」厚生労働省） 
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６ 運動の有無と運動日数、平均運動時間、継続年数 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、運動（※）をしているか聞いたところ、「運動している」の割

合が 38.3％、「運動していない」が 60.5％となっている。（図Ⅱ-1-12） 

また、「運動している」と回答した人（1,017人）は、１週間の運動日数が「週に１日」の割合が

24.2％、平均運動時間が「30分以上 60分未満」の割合が 41.1％、継続年数が「１年以上」の割合

が 79.5％とそれぞれ最も高くなっている。（図Ⅱ-1-13、図Ⅱ-1-14、図Ⅱ-1-15）【本文 72p】 
 

  

図Ⅱ-1-12 運動の有無 

 
                           

 

 

 

 

図Ⅱ-1-13 １週間の運動日数  図Ⅱ-1-14 運動を行う日の   図Ⅱ-1-15 運動の継続年数 

平均運動時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（注）令和元年度調査では、運動の推奨内容の実行度を聞く設問としていた。 

 

 

 

 

 

 

運動して

いる

38.3 

運動して

いない

60.5 

医師等

から運動

を禁止さ

れている

0.5 

無回答

0.8 

100%

(2,658人)

※運動 

  スポーツやフィットネスなどの健康・体力の維持・増進を目的として、計画的・定期的に行うもの 

（出典：「健康日本２１（第三次）」厚生労働省） 

運動している人の回答 

週に1日

24.2 

週に2日

20.9 週に3日

17.8 

週に4日

9.0 

週に5日

10.7 

週に6日

4.8 

週に7日

10.8 

無回答

1.7 

100%

(1,017人)

30分未満

16.5 

30分以上

60分未満

41.1 

60分以上

120分未満

31.3 

120分以上

180分未満

6.6 

180分以上

3.1 

無回答

1.4 

100%

(1,017人)

1年未満

15.4 

1年以上

79.5 

無回答

5.0 

100%

(1,017人)
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７ 歯の健康づくりの状況[複数回答] 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、歯や歯肉の健康を保つために行っていることはあるか聞いた

ところ、「１日１回は丁寧な歯磨き（10 分程度の時間をかけて）や義歯（入れ歯）の洗浄をしてい

る」の割合が 56.6％で最も高く、次いで「デンタルフロス（糸ようじなど）や歯間ブラシを週１回

以上使っている」が 50.2％となっている。（図Ⅱ-1-20）【本文 77p】 
 

図Ⅱ-1-20 歯の健康づくりの状況[複数回答] 

 

 
（注）※は、令和元年度調査では「歯周病予防のためにも喫煙しないようにしている」としていた。 

 

８ 飲酒の有無、頻度 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、飲酒の有無について聞いたところ、「お酒を飲む」割合が54.9％、

「ほとんど飲まない（飲めない）」が 40.4％、「やめた」が 4.4％となっている。（図Ⅱ-1-21） 

また、「お酒を飲む」人（1,460人）の飲酒の頻度は、「毎日」の割合が 28.0％で最も高く、次い

で「月に１～３日」が 24.3％、「週に１～２日」が 21.3％となっている。（図Ⅱ-1-22）【本文 80p】 
 

 

 

 

 
 

 

56.6 

50.2 

44.1 

42.1 

38.8 

15.8 

14.0 

12.2 

1.3 

9.8 

0.8 

52.8 

38.4 

32.5 

33.1 

34.7 

13.2 

11.7 

9.6 

1.4 

13.8 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1日1回は丁寧な歯磨き（10分程度の時間をかけて）

や義歯（入れ歯）の洗浄をしている

デンタルフロス（糸ようじなど）や歯間ブラシを週１回以上使っている

歯科医院で定期的に健診や予防処置を受けている

歯科医院で歯石除去や歯のクリーニングを受けている

フッ素（フッ化物）入りの歯磨き剤を使っている

歯科医院で歯磨き指導を受けている

歯周病予防のためにも禁煙している※

歯や歯肉を週に１回以上観察し、異常がないか確認をしている

その他

特に何も行っていない

無回答

令和６年度（2,658人）
令和元年度（5,627人）

お酒を飲む

54.9

やめた

4.4

ほとんど

飲まない

（飲めない）

40.4

無回答

0.3

100%

(2,658人)

毎日

28.0 

週に

５～６日

12.7 週に

３～４日

13.7 

週に

１～２日

21.3 

月に

１～３日

24.3 

100%

(1,460人)

お酒を飲む人の回答

図Ⅱ-1-21 飲酒の有無 図Ⅱ-1-22 飲酒の頻度 
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９ 喫煙経験の有無 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、現在、紙巻たばこまたは加熱式たばこを吸うか聞いたところ、

「吸っている」の割合が 14.8%、「以前は吸っていたが 1か月以上吸っていない」が 25.5％となって

おり、これらを合わせた「吸っている（吸ったことがある）」割合は 40.3％となっている。一方、

「まったく吸ったことがない」は 59.0％となっている。（図Ⅱ-1-28）【本文 88p】 
 

  図Ⅱ-1-28 喫煙経験の有無 

 

 
 

（注）令和元年度調査では、紙巻たばこと加熱式たばこで設問を分けて聞いており、喫煙経験の有無については以下のと

おり集計した。 

※１は、紙巻たばこ、加熱式たばこのいずれか又は両方の喫煙経験がある人のうち、「合計 100本以上、または６か

月以上」と回答した人の割合 

※２は、紙巻たばこ、加熱式たばこのいずれか又は両方の喫煙経験がある人のうち、「合計 100本未満で６か月未

満」と回答した人（※１に該当する人を除く）の割合 

※３は、紙巻たばこ及び加熱式たばこのいずれも「まったく吸ったことがない」と回答した人の割合 

 

10 喫煙しているたばこの種類と喫煙頻度 

現在、「紙巻たばこ」または「加熱式たばこ」を吸っていると回答した人（393人）に、喫煙して

いるたばこの種類を聞いたところ、「紙巻たばこのみ」の割合が 54.2％、「加熱式たばこのみ」が

34.4％、「紙巻たばこ及び加熱式たばこ両方」が 11.5％となっている。（図Ⅱ-1-29） 

また、喫煙頻度を聞いたところ、「毎日吸う」割合が 78.1％、「時々吸う」が 7.4％となっている。

（図Ⅱ-1-30）【本文 91p】 
 

図Ⅱ-1-29 喫煙しているたばこの種類    図Ⅱ-1-30 喫煙頻度 

 
 
 
 
 
 

 

14.8 25.5 59.0 0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和６年度

（2,658人)

吸っている 無回答以前は吸っていたが、

１か月以上吸っていない
まったく吸ったことがない

吸っている（吸ったことがある） 40.3

35.2 6.5 54.9 3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

〔参考〕

令和元年度

（5,627人)

合計100本以上、

または6か月以上 ※１

無回答合計100本未満で

6か月未満 ※２

まったく吸ったことがない ※３

吸っている（吸ったことがある） 41.6

紙巻

たばこ

のみ

54.2

加熱式たばこ

のみ

34.4

紙巻たばこ及び

加熱式たばこ両方

11.5

100%

(393人)

   78.1 7.4 14.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和６年度

（393人)

毎日吸う 無回答時々吸う



- 13 - 

11 禁煙意欲の有無 

現在、「紙巻たばこ」または「加熱式たばこ」を吸っていると回答した人（393人）に、たばこを

やめたいと思うか聞いたところ、「できればやめたいと思う」の割合が 39.2％で最も高く、次いで

「あまり思わない」が 37.7％、「まったく思わない」が 12.0％となっている。 

「やめたいと思う」「できればやめたいと思う」を合わせた禁煙意欲のある人の割合は 50.4％と

なっており、令和元年度調査（42.2％）と比べて 8.2ポイント増えている。（図Ⅱ-1-37）【本文 100p】 

 

図Ⅱ-1-37 禁煙意欲の有無 

 

 

 
 
（注）令和元年度調査では、紙巻たばこと加熱式たばこで設問を分けて聞いており、禁煙意欲については以下のとおり集

計した。 
※１は、紙巻たばこ、加熱式たばこのいずれか又は両方を吸う人のうち、「やめたいと思う」と回答した人（※２～５ 
に該当する人を除く）の割合 

※２は、紙巻たばこ、加熱式たばこのいずれか又は両方を吸う人のうち、「できればやめたいと思う」と回答した人 
（※３～５に該当する人を除く）の割合 

※３は、紙巻たばこ、加熱式たばこのいずれか又は両方を吸う人のうち、「あまり思わない」と回答した人（※４、５ 
に該当する人を除く）の割合 

※４は、紙巻たばこ、加熱式たばこのいずれか又は両方を吸う人のうち、「まったく思わない」と回答した人（※５に 
該当する人を除く）の割合 

※５は、紙巻たばこを吸う人のうち、「紙巻たばこをやめて加熱式たばこに移行したいと思う」と回答した人の割合 

  

11.2 39.2 37.7 12.0 -

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和６年度

（393人)

やめたい

と思う

無回答できればやめたいと思う あまり思わない まったく

思わない

50.4

10.3 32.0 35.6 17.1 

2.1 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

（907人)

やめたい

と思う※１

無回答できれば

やめたいと思う※２
あまり思わない※３

42.2

まったく

思わない※４

紙巻たばこを

やめて加熱式

たばこに移行

したいと思う※５

（参考）
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第２章 健康食品の使用状況 

１ 健康食品の使用実態と使用の目的[複数回答]、使用のきっかけ[複数回答] 

20 歳以上の世帯員（2,658 人）に、これまでに健康食品を使用したことがあるか聞いたところ、

「毎日、使用している」の割合が 16.9％、「時々、使用している」が 25.7％、「以前は使用していた

が、現在は使用していない」が 24.0％となっており、これらを合わせた健康食品を使用したことが

ある人の割合は 66.6％となっている。（図Ⅱ-2-2） 

また、健康食品を使用したことがある人（1,769人）に、使用する目的は何か聞いたところ、「健

康維持」が 66.2％となっている。（図Ⅱ-2-3） 

同じく健康食品を使用したことがある人に使用するようになったきっかけは何か聞いたところ、

「家族・友人・知人の口コミ」の割合が 32.1％で最も高く、次いで「テレビ・ラジオの番組や CM」

が 29.4％となっている。（図Ⅱ-2-4）【本文 107p】 

 

  図Ⅱ-2-2 健康食品の使用実態                     

 

 

 

 

健康食品を使用したことがある人の回答 

 

図Ⅱ-2-3  健康食品の使用の目的[複数回答]    図Ⅱ-2-4  健康食品の使用のきっかけ 

[複数回答] 

 

 

 

 

 

 

16.9 

16.6 

25.7 

23.3 

24.0 

19.2 

32.8 

39.7 

0.6 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和6年度

（2,658人)

令和元年度

（5,627人)

毎日、

使用している

無回答時々、

使用している
以前は使用していたが、

現在は使用していない

健康食品を使用したことがある66.6％

一度も

使用したことがない

66.2 

49.4 

24.9 

14.8 

12.1 

1.5 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

健康維持

栄養補給

病気の予防や治療

ダイエット

美容

その他

無回答

総数（1,769人）

32.1 

29.4 

27.8 

22.3 

11.6 

11.2 

4.0 

3.6 

3.3 

6.3 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40%

家族・友人・知人の口コミ

テレビ・ラジオの番組やCM

商品のチラシ・パンフレット

WEBメディア（SNS以外）

新聞・雑誌の広告

企業のHPやSNS

医師の勧め

インフルエンサー・著名人の影響

販売店の店員の勧め

その他

無回答

総数（1,769人）
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２ 健康食品を使い始める前の相談相手〔複数回答〕 

健康食品を使用したことがある人（1,769 人）に、健康食品を使い始める前に相談するか聞いた

ところ、「特に相談していない」の割合が 70.8％で最も高く、次いで「知人・家族」が 18.0％、「医

師・薬剤師等の医療関係者」が 5.9％となっている。（図Ⅱ-2-8）【本文 113p】 

 

図Ⅱ-2-8 健康食品を使い始める前の相談相手〔複数回答〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.0 

5.9 3.3 2.3 1.3 0.3 

70.8 

1.9 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

知
人
・
家
族

医
師
・
薬
剤
師
等
の
医
療

関
係
者

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
・
健
康

食
品
専
門
店
等
の
店
員

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
エ
ス
テ

サ
ロ
ン
等
の
店
員

健
康
食
品
の
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
ス
タ
ッ
フ
※

そ
の
他

特
に
相
談
し
て
い
な
い

無
回
答

総数（1,769人）

※ アドバイザリースタッフ 

いわゆる「健康食品」の摂取を検討されている方または既に摂取されている方が、自らの健康づ

くりを進める上で目的にあった食品や、食生活の状況、健康状態に応じて、安全かつ適切に選択す

ることができるように、健康食品に含まれる成分の機能や活用方法等について、正しく情報を提供

できる助言者のこと。 

（出典：「『アドバイザリースタッフ』ホームページ」消費者庁） 
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３ 健康食品の使用による体の不調の有無とその症状[複数回答]、医療機関の受診の有無 

  健康食品を使用したことがある人（1,769 人）に、健康食品の使用によって体の不調を感じたこ

とがあるか聞いたところ、「体の不調を感じたことがある」の割合が 3.8％、「体の不調を感じたこ

とはない」の割合が 94.2％となっている。（図Ⅱ-2-11） 

  体の不調を感じたことがある人（68人）に、その症状を聞いたところ、「下痢・腹痛・腹部の不快

感」の割合が 36.8％、「全身倦怠感（体がだるくなった）」及び「発赤・発疹・体のかゆみ」が 22.1％

となっている。（図Ⅱ-2-12） 

さらに、その症状で医療機関を受診したか聞いたところ、「受診した」割合は 20.6％となってい

る。（図Ⅱ-2-13）【本文 117p】 

 

 

 

 

 

  

 

体の不調を感じ

たことがある

3.8 

体の不調を感じ

たことはない

94.2 

無回答

2.0 

100%

(1,769人)

「体の不調を感じたことがある」人の回答

19.1 

2.9 
4.4 

5.9 
7.4 

17.6 

22.1 22.1 

36.8 

0%

10%

20%

30%

40%

そ
の
他

血
圧
上
昇
（血
圧
が
高
く
な
っ
た
）

腎
機
能
障
害
（腎
臓
が
悪
く
な
っ
た
、
検
査
値

が
悪
く
な
っ
た
）

頭
痛

肝
機
能
障
害
（肝
臓
が
悪
く
な
っ
た
、
検
査
値

が
悪
く
な
っ
た
）

吐
き
気
・嘔
吐

発
赤
・発
疹
・体
の
か
ゆ
み

全
身
倦
怠
感
（体
が
だ
る
く
な
っ
た
）

下
痢
・腹
痛
・腹
部
の
不
快
感

総数（68人）

図Ⅱ-2-11 健康食品の使用による体の不調の有無 

 

図Ⅱ-2-12 健康食品による体の不調（症状） 

［複数回答］ 

 

図Ⅱ-2-13 健康食品による体の不調による 

医療機関の受診の有無 

 

 

受診した

20.6 

受診しな

かった

76.5 

無回答

2.9 

100%

(68人)
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第３章 悩みやストレスの状況 

１ 悩みやストレスの有無 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、毎日の生活の中での、悩みやストレスの有無を聞いたところ、

「たまにある」の割合が 42.9％、「よくある」が 27.8％、「あまりない」が 20.2％となっている。 

「よくある」と「たまにある」を合わせた割合は令和元年度調査（62.6％）より 8.1ポイント増

加し、70.7％となっている。（図Ⅱ-3-1）【本文 119p】 

 

  図Ⅱ-3-1 悩みやストレスの有無 

  
（１）悩みやストレスの有無－性・年齢階級別 

 悩みやストレスの有無を性･年齢階級別にみると、悩みやストレスが「よくある」と「たまにあ

る」を合わせた「悩みやストレスがある」割合は、男性 67.4％、女性 74.2％となっており、20代

女性では 90.3％となっている一方で、80歳以上の男性では 47.1％となっている。（図Ⅱ-3-2） 

【本文 120p】 
 

  図Ⅱ-3-2 悩みやストレスの有無－性・年齢階級別 

  
 

  

27.8 

25.4 

42.9 

37.2 

20.2 

23.8 

7.8 

12.0 

1.3 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和６年度

（2,658人）

令和元年度

（5,627人）

無回答ほとんどないあまりないたまにあるよくある

70.7

62.6

25.8 

30.0 

36.8 

35.2 

32.6 

21.5 

13.3 

10.7 

41.6 

36.3 

38.2 

43.7 

45.2 

46.1 

37.3 

36.4 

22.7 

20.0 

18.4 

17.4 

16.5 

18.8 

36.5 

35.0 

8.9 

13.8 

6.6 

3.3 

4.8 

12.5 

12.0 

14.3 

1.0 

-

-

0.5 

1.0 

1.2 

0.9 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

（1,384人）

20～29歳

（80人）

30～39歳

（152人）

40～49歳

（213人）

50～59歳

（310人）

60～69歳

（256人）

70～79歳

（233人）

80歳以上

（140人）

男 性

無回答ほとんどないよくある あまりないたまにある

67.4

47.１

30.0 

39.8 

43.9 

40.1 

37.6 

23.1 

16.0 

14.9 

44.3 

50.5 

43.9 

46.7 

42.6 

45.1 

48.4 

33.5 

17.5 

6.8 

8.1 

8.8 

12.8 

24.6 

24.4 

32.3 

6.6 

2.9 

4.1 

4.4 

5.8 

5.6 

6.7 

16.1 

1.7 

-

-

-

1.2 

1.5 

4.4 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

（1,272人）

20～29歳

（103人）

30～39歳

（148人）

40～49歳

（182人）

50～59歳

（258人）

60～69歳

（195人）

70～79歳

（225人）

80歳以上

（161人）

女 性
無回答ほとんどないよくある あまりないたまにある

74.2

90.3
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２ 悩みやストレスの原因[複数回答] 

悩みやストレスが「よくある」「たまにある」と回答した人（1,879人）に、その原因を聞いたと

ころ、「就職（求職）・仕事に関すること」の割合が 45.6％で最も高く、次いで「収入・家計・借金

等」が 32.6％、「家族以外との人間関係」が 26.3％となっている。（図Ⅱ-3-5）【本文 124p】 

 

図Ⅱ-3-5 悩みやストレスの原因[複数回答] 

 

（注１） ※１は、令和元年度調査では「育児」、「子供の結婚」に選択肢を分けていた。 

（注２） ※２は、令和元年度調査では「自分の仕事」、「就職（求職）に関すること」に選択肢を分けていた。 

（注３） ※３は、令和元年度調査では「自分の病気や介護」としていた。 

（注４） ※４は、令和元年度調査では「家族の病気や介護」としていた。 

（注５） ※５は、令和元年度調査では「家族や親しい人等との死別」、「離婚」に選択肢を分けていた。 

（注６） ＊は、令和６年度調査では選択肢を設けていない。 
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収
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※
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介
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※
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・
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※
５

自
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る
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が
な
い
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こ
と

教
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(

学
業
、
受
験
及
び
進
学
を
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む)

＊

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

令和６年度（1,879人）

令和元年度（3,523人）
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（１）悩みやストレスの原因[複数回答]－性・年齢階級別 

悩みやストレスの原因を性別でみると、男性では、「就職（求職）・仕事に関すること」の割合

が 51.2％、「収入・家計・借金等」が 31.0％となっている。女性では、「就職（求職）・仕事に関

すること」の割合が 39.9％、「収入・家計・借金等」が 34.3％となっている。 

性・年齢階級別にみると、「就職（求職）・仕事に関すること」の割合は、20代～50代男性では

６割を超え（62.7％～66.1％）、20代女性では７割を超えている（73.1％）。 

65 歳以上では、「自分の病気や障害」の割合が 37.6％、「収入・家計・借金等」が 25.3％とな

っている。（表Ⅱ-3-2）【本文 125p】 

  

  表Ⅱ-3-2 悩みやストレスの原因[複数回答]－性・年齢階級別 

 

 

  

 
総
数

 
家
族
と
の
人
間
関
係

 
家
族
以
外
と
の
人
間
関
係

 
恋
愛
・
性
に
関
す
る
こ
と

 
結
婚

 
妊
娠
・
出
産

 
育
児
・
子
供
の
将
来

　
家
事

　
住
ま
い
や
生
活
環
境

（
公
害

、
安
全

　
及
び
交
通
事
情
を
含
む

）

 
就
職

（
求
職

）
・
仕
事
に
関
す
る
こ
と

 
収
入
・
家
計
・
借
金
等

 
家
族
の
仕
事

 
い
じ
め
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 
自
分
の
病
気
や
障
害

 
家
族
の
病
気
や
障
害
・
介
護

 
家
族
や
親
し
い
人
等
と
の
離
別
・

　
死
別

 
自
由
に
で
き
る
時
間
が
な
い

 
生
き
が
い
に
関
す
る
こ
と

 
そ
の
他

 
わ
か
ら
な
い

 
無
回
答

100.0 24.0 26.3 7.3 5.1 1.7 12.3 10.3 14.1 45.6 32.6 3.7 2.8 22.0 15.6 5.1 11.6 16.8 3.4 2.0 1.6
(1,879) 
100.0 21.3 22.0 6.9 4.3 0.3 10.4 6.2 12.4 51.2 31.0 3.4 2.3 21.9 14.1 3.6 12.1 17.0 2.1 2.8 0.9
(933) 
100.0 5.7 20.8 22.6 9.4 - 9.4 5.7 17.0 64.2 26.4 - - 1.9 - - 20.8 20.8 5.7 1.9 -

(53) 
100.0 23.7 26.3 19.3 18.4 1.8 15.8 8.8 14.9 64.9 38.6 7.0 5.3 10.5 11.4 3.5 17.5 21.1 2.6 - 1.8
(114) 
100.0 22.6 20.8 10.1 3.6 0.6 16.1 6.0 14.9 66.1 29.2 4.2 2.4 13.1 6.0 1.2 14.3 18.5 1.2 1.8 0.6
(168) 
100.0 23.2 21.6 4.1 2.9 - 12.4 5.4 10.8 62.7 31.1 4.1 3.7 16.2 14.5 2.9 12.4 12.9 1.2 2.5 0.4
(241) 
100.0 18.5 23.1 1.2 - - 5.2 5.2 10.4 52.0 35.8 2.3 0.6 25.4 17.9 4.6 6.4 15.6 1.7 3.5 0.6
(173) 
100.0 24.6 23.7 0.8 0.8 - 5.9 5.1 11.0 15.3 26.3 1.7 0.8 40.7 20.3 7.6 8.5 19.5 2.5 3.4 1.7
(118) 
100.0 21.2 13.6 - - - 1.5 10.6 12.1 - 21.2 1.5 - 57.6 28.8 6.1 10.6 18.2 4.5 9.1 1.5

(66) 
100.0 26.6 30.5 7.7 5.8 3.1 14.1 14.3 15.8 39.9 34.3 3.9 3.4 22.1 17.1 6.5 11.1 16.6 4.6 1.3 2.3
(944) 
100.0 19.4 37.6 32.3 20.4 5.4 6.5 8.6 6.5 73.1 38.7 2.2 2.2 7.5 3.2 1.1 11.8 17.2 1.1 2.2 -

(93) 
100.0 25.4 39.2 14.6 13.8 12.3 29.2 26.2 18.5 48.5 39.2 4.6 4.6 18.5 5.4 2.3 16.2 20.8 2.3 - 1.5
(130) 
100.0 32.3 35.4 8.2 8.2 5.1 34.2 19.0 18.4 57.6 41.8 1.9 3.8 15.2 15.8 4.4 14.6 12.7 2.5 0.6 -
(158) 
100.0 31.4 33.8 4.3 1.9 - 12.1 10.1 15.9 47.8 34.3 6.8 6.3 20.8 25.1 7.2 13.0 15.0 6.3 1.0 -
(207) 
100.0 21.8 24.1 1.5 0.8 - 6.0 11.3 21.1 30.1 39.1 3.8 3.8 21.1 22.6 9.0 6.8 15.8 5.3 0.8 4.5
(133) 
100.0 26.2 21.4 - - - 0.7 13.1 17.2 10.3 24.1 3.4 - 35.2 20.7 9.7 6.9 16.6 3.4 1.4 6.2
(145) 
100.0 21.8 16.7 - - - 1.3 10.3 5.1 1.3 16.7 2.6 - 41.0 17.9 11.5 5.1 23.1 12.8 5.1 6.4

(78) 
100.0 24.4 19.4 0.4 0.2 - 3.1 9.8 13.1 14.9 25.3 2.8 0.4 37.6 21.4 8.7 7.4 18.5 5.0 3.5 3.9
(542) 
100.0 22.9 19.0 0.8 0.4 - 5.0 7.0 12.4 20.9 25.6 2.3 0.4 40.7 22.5 6.2 8.1 19.4 3.1 4.7 1.6
(258) 
100.0 25.7 19.7 - - - 1.4 12.3 13.7 9.5 25.0 3.2 0.4 34.9 20.4 10.9 6.7 17.6 6.7 2.5 6.0
(284) 

総数

男

女

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70～79歳

 80歳以上

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳
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 70～79歳
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 30～39歳
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(再掲）
総数　65歳以上

 80歳以上
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３ 悩みやストレスの相談先[複数回答] 

悩みやストレスがあると回答した人（1,879 人）に、悩みやストレスの相談先を聞いたところ、

「家族や親族に相談している」の割合が 48.7％、「友人・知人に相談している」が 38.8％となって

いる。 

一方で、「相談する必要はないので誰にも（どこにも）相談していない」の割合は 19.9％となっ

ている。（図Ⅱ-3-6）【本文 128p】 

 

 図Ⅱ-3-6 悩みやストレスの相談先[複数回答] 

 

（注１） ※１は、令和元年度調査では「家族に相談している」としていた。 

（注２） ※２は、令和元年度調査では「メール相談の相談員に相談している」、「インターネットを通じた交流の仲間に相談

している」に選択肢を分けていた。 

（注３） ※３は、令和元年度調査では「相談したいがどこに相談したらよいかわからない」、「相談したいが誰にも相談でき

ないでいる」に選択肢を分けていた。 

（注４） ※４は、令和元年度調査では「相談する必要はないので誰にも相談していない」としていた。 
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４ 睡眠時間の充足、睡眠のために実行していること[複数回答]、余暇の充実度 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、睡眠時間の充足について聞いたところ、「ほぼ足りている」の

割合が 44.2％となっており、「十分足りている」（16.1％）と合わせた割合は 60.3％となっている。 

睡眠のために実行していることについて聞いたところ、「しっかり朝食を食べている」の割合が

52.2％で最も高くなっている。一方で、「特に何も行っていない」の割合は 14.7％となっている。 

余暇の充実度について聞いたところ、「充実している」の割合が 46.0％で最も高く、「非常に充実

している」（8.1％）と合わせた割合は 54.1％となっている。一方で「あまり充実していない」と「ま

ったく充実していない」を合わせた割合は 45.2％となっている。（図Ⅱ-3-7）【本文 131p】 
 

 図Ⅱ-3-7 睡眠時間の充足、睡眠のために実行していること[複数回答]、余暇の充実度 
 

 
 

 
 

 
（注１） ※１は、令和元年度調査では「まったく不足している」としていた。 

（注２） ※２は、令和元年度調査では「まあ充実している」としていた。 
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ぬるめの入浴など、自分に合ったリラックス方法を工夫している
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眠れないことが続く場合は、医療機関等の専門家への相談をしている

その他

特に何も行っていない
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睡眠のために実行していること〔複数回答〕
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（１）睡眠時間の充足－性・年齢階級別 

睡眠時間の充足を性･年齢階級別にみると、「やや不足している」と「全く足りていない」を合

わせた、睡眠時間が「不足している」割合は、30代～50代の男性で４割を超えており（41.3％～

50.7％）、40代～50代の女性で５割を超えている（50.0％～54.9％）。 

一方で、「十分足りている」と「ほぼ足りている」を合わせた、睡眠時間が「足りている」割合

は、80歳以上では男性 76.4％、女性 70.2％となっている。（図Ⅱ-3-8）【本文 132p】 

 

   図Ⅱ-3-8 睡眠時間の充足－性・年齢階級別 
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第４章 特定健康診査・特定保健指導の状況 

集計対象世帯員（20歳以上）2,658人のうち、40歳以上 75歳未満の 1,648人が調査対象 
 

１ 過去１年間の特定健康診査の受診の有無 

過去１年間に、特定健康診査（※）を受診したか聞いたところ、「受けた」割合が 66.0％、「受け

ていない」が 28.0％となっている。(図Ⅱ-4-1)【本文 141p】 
 

図Ⅱ-4-1 過去 1年間の特定健康診査の受診の有無 

  
（注１）加入する医療保険者が実施する特定健康診査のほか、職場の事業主が実施する定期健康診断や人間ドックにおい

て受けている場合も含む。 

（注２）がん検診のみの受診、妊産婦健診、歯の健康診査、病院や診療所で行う診療としての検査は含まない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 特定健康診査を受けなかった理由[複数回答] 

過去１年間に特定健康診査を受けなかった人（462人）に、その理由を聞いたところ、「現在、健

康に問題はなく、必要性を感じないから」の割合が 33.3％、「医者にかかっているから」が 26.0％、

「忙しかったから、時間がとれなかったから」が 25.1％となっている。（図Ⅱ-4-20）【本文 158p】 
 

図Ⅱ-4-20 特定健康診査を受けなかった理由[複数回答] 

 

66.0 

72.3 

28.0 

26.0 

5.9 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和６年度

(1,648人）

令和元年度

(3,405人）

受けた 受けていない 無回答

33.3 

26.0 25.1 

13.2 
11.7 11.3 

7.8 
5.2 4.1 

8.0 

1.1 

26.0 
27.5 

25.1 

13.4 

8.6 
11.0 

2.6 
5.3 5.4 6.4 

9.8 

0%

10%

20%

30%

40%

現
在
、
健
康
に
問
題
は
な
く
、

必
要
性
を
感
じ
な
い
か
ら

医
者
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら

忙
し
か
っ
た
か
ら
、
時
間
が
と

れ
な
か
っ
た
か
ら

毎
年
受
け
る
必
要
性
を
感
じ
な

い
か
ら

費
用
が
か
か
る
か
ら

忘
れ
て
い
た
か
ら

ど
こ
で
受
け
ら
れ
る
か
わ
か
ら

な
い
か
ら

結
果
が
不
安
だ
か
ら

検
査
が
怖
い
（
苦
痛
）
か
ら

そ
の
他

無
回
答
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※ 特定健康診査 

  医療保険者は、40～74 歳の加入者（被保険者及び被扶養者）に対し、特定健康診査（メタボリック

シンドロームに着目した検査項目での健康診査）を行うものとされている。ただし、加入者が人間ドッ

ク等で特定健康診査に相当する検査を受け、その結果を証明する書面の提出があった場合は、特定健康

診査を受けたものとみなされる。 

  また、加入者が、労働安全衛生法（昭和 47年法律第 57号）その他の法令に基づき行われる特定健康

診査に相当する健康診断を受けた場合又は受けることができる場合は、特定健康診査の全部又は一部

を行ったものとすることとされている。 
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（１）特定健康診査を受けなかった理由[複数回答]－性・年齢階級別 

特定健康診査を受けなかった理由を性・年齢階級別にみると、「医者にかかっているから」の割

合は、70～74歳では、男性 54.3％、女性 60.7％となっている。（表Ⅱ-4-6）【本文 159p】 

 

  表Ⅱ-4-6 特定健康診査を受けなかった理由[複数回答]－性・年齢階級別 

   

３ 特定健康診査結果の指摘の有無と指摘内容[複数回答] 

過去１年間に特定健康診査を受けた人（1,088人）に、「肥満」「高血圧」「糖尿病」「脂質異常（注）」

のいずれかの指摘を受けたか聞いたところ、「指摘あり」の割合が 57.8％、「指摘なし」が 40.8％と

なっている。（図Ⅱ-4-8） 

また、「指摘あり」と回答した人（629人）の指摘内容をみると、「脂質異常」の割合が 63.3％と

最も高く、次いで「高血圧」が 42.0％、「肥満」が 31.5％となっている。（図Ⅱ-4-9）【本文 147p】 

 

 図Ⅱ-4-8 特定健康診査結果     図Ⅱ-4-9 特定健康診査結果の指摘内容[複数回答] 

の指摘の有無                  

 
（注）脂質異常とは次のいずれかを指す。 

・中性脂肪が高い、HDLコレステロールが低い、LDLコレステロールが高い。 
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４ 特定保健指導の有無と指導の種類、指導内容の実行の程度 

特定健康診査の結果、「指摘あり」と回答した人（629人）に、特定保健指導（※）を受けたか聞

いたところ、「受けた」の割合が 28.9％となっている。一方で、「特定保健指導の案内はなかった」

の割合は 37.7％、「特定保健指導の案内はあった（利用券が送付されてきた）が受けなかった」は

18.1％となっている。（図Ⅱ-4-10） 

また、特定保健指導を受けた人（182人）に、指導の種類を聞いたところ、「動機付け支援」の割

合が 62.6％、「積極的支援」が 26.4％となっている。（図Ⅱ-4-11） 

さらに、特定保健指導で計画した内容をどの程度実行しているか聞いたところ、「おおむね実行し

ている」の割合が 37.4％、「一部実行している」が 36.8％となっており、これらを合わせた割合は

74.2％となっている。（図Ⅱ-4-12）【本文 150p】 
 

図Ⅱ-4-10 特定保健指導の有無          図Ⅱ-4-11 特定保健指導の種類 

 

 
（注）回答別比率を合算した比率（70.3％）は、回答別人数を合算して求めているため、比率の内訳の合計とは一致しない。 
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図Ⅱ-4-12 指導内容の実行の程度 

※ 特定保健指導 

＜対象者＞ 

 

40-64歳 65-74歳

２つ以上該当

あり

なし

３つ該当

あり

なし

１つ該当

腹囲
 血糖、脂質、

血圧
喫煙歴

対象

積極的
支援

動機付け
支援１つ該当

積極的
支援 動機付け

支援
２つ該当

男性85㎝以上・
女性90㎝以上の方

男性85㎝未満・
女性90㎝未満の方で、

BMI(体重(kg) /身長(m)
２
)

が25以上の方

＜指導の種類＞ 

・動機付け支援：原則 1回の保健指導を

受ける 

・積極的支援：３～６か月の間、複数

回、継続的に保健指導

（面接・電話・メール

など）を受ける 
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５ 特定保健指導を受けなかった理由[複数回答] 

特定保健指導の案内はあった（利用券が送付されてきた）が受けなかった人（114人）に、その理

由を聞いたところ、「忙しかったから、時間がとれなかったから」の割合が 36.0％、「医者にかかっ

ているから」が 31.6％となっている。 (図Ⅱ-4-15)【本文 154p】 
 

図Ⅱ-4-15 特定保健指導を受けなかった理由[複数回答] 

  
 

６ 医療機関受診勧奨の有無と受診の有無 

特定健康診査の結果、「指摘あり」と回答した人（629人）に、医療機関を受診するよう勧められ

たか聞いたところ、「受診を勧められた」人の割合は 37.5％となっている。（図Ⅱ-4-16） 

また、「受診を勧められた」人（236 人）に、その後医療機関を受診したか聞いたところ、「受診
した」人の割合は 74.6％となっている。（図Ⅱ-4-17）【本文 155p】 

 

   図Ⅱ-4-16 医療機関受診勧奨の有無         図Ⅱ-4-17 医療機関の受診の有無 

 

 

36.0 

31.6 

28.9 

27.2 

19.3 

2.6 

1.8 

4.4 

-

27.9 

27.0 

20.5 

17.7 

16.3 

0.9 

3.7 

4.7 

16.7 

0% 10% 20% 30% 40%

忙しかったから、時間がとれなかったから

医者にかかっているから

現在、健康に問題はなく必要性を感じないから

いつも同じことを言われるから

指導を受けなくても生活習慣改善について

知識があり必要性を感じないから

どのような指導内容かわからないから

費用がかかるから

その他

無回答

令和６年度（114人）

令和元年度（215人）

受診を勧められた

37.5 

受診を

勧められなかった

51.7 

覚えて

いない

8.3 

無回答

2.5 

100%

(629人)

受診した

74.6 

受診して

いない

23.7 

無回答

1.7 

100%

(236人)

受診を勧められた人の回答

（注）検査目的の受診は除く。 
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第５章 がん検診の受診状況 

１ がん検診の受診状況 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、がん検診の受診状況を聞いたところ、胃がん検診については、

「１年に１回程度」と「２年に１回程度」を合わせた割合が 39.6％となっている。 

大腸がん検診、肺がん検診については、「１年に１回程度」の割合が、大腸がん検診 38.3％、肺

がん検診 46.0％となっている。 

乳がん検診、子宮頸がん検診（いずれも女性のみ 1,272人）については、「２年に１回程度」の割

合が、乳がん検診 14.0％、子宮頸がん検診 11.2％となっている。 

また、「１年に２回以上」と「１年に１回程度」を合わせた、がん検診に関する国指針で定められ

た受診間隔よりも短い間隔で（過剰に）検診を受診している割合は、乳がん検診、子宮頸がん検診

とも約２割となっている（21.2％、21.7％）。 

一方で、「受診したことがない」の割合は、胃がん検診 28.3％、大腸がん検診 30.9％、肺がん検

診 28.6％、乳がん検診 24.2％、子宮頸がん検診 24.4％となっている。（図Ⅱ-5-1）【本文 161p】 

 

 図Ⅱ-5-1 がん検診の受診状況 
 

 
（注）がん検診については、健診等（健康診断、健康診査及び人間ドック）の中で受診したものも含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.9 

1.2 

2.6 

1.0 

1.0 

32.1 

38.3 

46.0 

20.2 

20.7 

7.5 

5.5 

3.5 

14.0 

11.2 

4.1 

3.6 

1.7 

3.2 

4.0 

1.6 

1.0 

0.6 

1.5 

1.1 

18.4 

12.8 

9.5 

17.9 

18.2 

28.3 

30.9 

28.6 

24.2 

24.4 

7.1 

6.6 

7.4 

17.9 

19.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

胃がん検診

（2,658人）

大腸がん検診

（2,658人）

肺がん検診

（2,658人）

乳がん検診

（女性のみ1,272人）

子宮頸がん検診

（女性のみ1,272人）

１年に

１回程度

２年に

１回程度

６年以上に

１回程度
受診した

ことがない

無回答３～５年に

１回程度

１年に

２回以上

定期的では

ないが受診し

たことがある

21.2

21.7

39.6

＜参考＞がん検診に関する国指針（「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」） 

○胃がん検診（※）…【対象者】50歳以上、【受診間隔】2年に 1回 

○大腸がん検診、肺がん検診…【対象者】40歳以上、【受診間隔】年 1回 

○乳がん検診…【対象者】40歳以上の女性、【受診間隔】2年に 1回 

○子宮頸がん検診…【対象者】20歳以上の女性、【受診間隔】2年に 1回 

※１ 胃がん検診は、当分の間、胃部エックス線検査を 40歳以上の者に年 1回実施しても差し支えない。 

※２ 子宮頸がん検診については、令和６年２月より HPV検査単独法が追加されている。 
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（１）胃がん検診の受診状況－性・年齢階級別 

胃がん検診の受診状況を性・年齢階級別にみると、「１年に１回程度」と「２年に１回程度」を

合わせた割合は、男性 43.7％、女性 35.1％となっている。 

50 歳以上で「１年に１回程度」と「２年に１回程度」を合わせた割合は、男性 48.1％、女性

36.9％となっている。（表Ⅱ-5-1）【本文 162p】 
 

表Ⅱ-5-1 胃がん検診の受診状況－性・年齢階級別 

 

 
総
数

　
１
年
に
２
回
以
上

　
１
年
に
１
回
程
度

　
２
年
に
１
回
程
度

　
３
～

５
年
に
1
回
程
度

　
６
年
以
上
に
1
回
程
度

　
定
期
的
で
は
な
い
が

　
受
診
し
た
こ
と
が
あ
る

　
受
診
し
た
こ
と
が
な
い

　
無
回
答

100.0 0.9 32.1 7.5 4.1 1.6 18.4 28.3 7.1
(2,658) 
100.0 1.1 37.4 6.4 3.7 1.7 16.1 27.5 6.1

(1,384) 

100.0 1.3 5.0 - - - 1.3 87.5 5.0
(80) 

100.0 - 22.4 3.3 2.0 0.7 7.2 61.8 2.6
(152) 
100.0 1.4 45.1 6.6 4.7 1.9 14.1 23.9 2.3
(213) 
100.0 1.3 51.9 7.4 2.9 2.9 13.9 17.7 1.9
(310) 
100.0 1.2 48.8 6.6 3.9 2.0 19.1 14.5 3.9
(256) 
100.0 1.3 29.2 6.9 7.7 1.7 21.9 21.0 10.3
(233) 
100.0 0.7 20.7 9.3 0.7 0.7 27.1 17.9 22.9
(140) 
100.0 0.8 26.3 8.8 4.6 1.5 20.9 29.0 8.0

(1,272) 

100.0 - 2.9 - - - 3.9 87.4 5.8
(103) 
100.0 - 18.9 1.4 2.7 - 13.5 54.7 8.8
(148) 
100.0 1.6 47.3 9.9 3.8 1.1 15.4 19.8 1.1
(182) 
100.0 0.4 40.7 12.4 3.9 2.7 17.1 18.6 4.3
(258) 
100.0 1.5 28.7 12.8 7.2 2.1 22.6 19.5 5.6
(195) 
100.0 1.3 16.9 9.8 8.0 2.2 32.0 17.3 12.4
(225) 
100.0 - 11.8 8.1 3.7 0.6 33.5 23.0 19.3
(161) 

（再掲） 100.0 1.0 33.8 9.1 4.8 2.0 22.2 18.4 8.6
総数 50歳以上 (1,778) 

100.0 1.2 40.8 7.3 4.0 2.0 19.3 17.7 7.7

(939) 

100.0 0.8 26.0 11.0 5.7 2.0 25.5 19.3 9.7

(839) 

 男　50歳以上

 女　50歳以上

女

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70～79歳

 80歳以上

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70～79歳

 80歳以上

総数

男

35.1

43.7

48.1

36.9
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（２）大腸がん検診の受診状況－性・年齢階級別 

大腸がん検診の受診状況を性・年齢階級別にみると、「１年に１回程度」の割合は、男性 39.4％、

女性 37.3％となっている。 

40歳以上で「１年に１回程度」の割合は、男性 43.6％、女性 42.9％となっている。 

（表Ⅱ-5-3）【本文 164p】 
 

表Ⅱ-5-3 大腸がん検診の受診状況－性・年齢階級別 

   

 
総
数

　
１
年
に
２
回
以
上

　
１
年
に
１
回
程
度

　
２
年
に
１
回
程
度

　
３
～

５
年
に
1
回
程
度

　
６
年
以
上
に
1
回
程
度

　
定
期
的
で
は
な
い
が

　
受
診
し
た
こ
と
が
あ
る

　
受
診
し
た
こ
と
が
な
い

　
無
回
答

100.0 1.2 38.3 5.5 3.6 1.0 12.8 30.9 6.6
(2,658) 33.0 ##### 147.0 95.0 27.0 340.0 821.0 176.0
100.0 1.4 39.4 6.0 3.8 0.9 11.9 30.8 5.7

(1,384) 20.0 545.0 83.0 53.0 13.0 165.0 426.0 79.0

100.0 1.3 8.8 - - - 1.3 82.5 6.3
(80) 1.0 7.0 0.0 0.0 0.0 1.0 66.0 5.0

100.0 1.3 23.7 1.3 0.7 0.7 7.2 61.8 3.3
(152) 2.0 36.0 2.0 1.0 1.0 11.0 94.0 5.0
100.0 1.4 45.1 5.2 3.3 0.9 10.3 30.0 3.8
(213) 3.0 96.0 11.0 7.0 2.0 22.0 64.0 8.0
100.0 1.3 49.0 6.8 2.9 1.3 9.7 26.5 2.6
(310) 4.0 152.0 21.0 9.0 4.0 30.0 82.0 8.0
100.0 1.6 51.2 5.1 5.1 1.2 12.5 18.4 5.1
(256) 4.0 131.0 13.0 13.0 3.0 32.0 47.0 13.0
100.0 1.7 36.9 9.9 7.7 - 15.9 20.6 7.3
(233) 4.0 86.0 23.0 18.0 0.0 37.0 48.0 17.0
100.0 1.4 26.4 9.3 3.6 2.1 22.9 17.9 16.4
(140) 2.0 37.0 13.0 5.0 3.0 32.0 25.0 23.0
100.0 1.0 37.3 5.0 3.3 1.1 13.8 31.0 7.5

(1,272) 13.0 474.0 64.0 42.0 14.0 175.0 394.0 96.0

100.0 - 6.8 1.0 1.0 - 4.9 79.6 6.8
(103) 0.0 7.0 1.0 1.0 0.0 5.0 82.0 7.0
100.0 - 19.6 0.7 2.0 - 7.4 59.5 10.8
(148) 0.0 29.0 1.0 3.0 0.0 11.0 88.0 16.0
100.0 1.1 48.9 6.6 2.2 - 11.0 28.0 2.2
(182) 2.0 89.0 12.0 4.0 0.0 20.0 51.0 4.0
100.0 0.4 53.9 5.8 3.1 1.9 9.7 19.8 5.4
(258) 1.0 139.0 15.0 8.0 5.0 25.0 51.0 14.0
100.0 1.0 43.1 8.2 3.6 1.5 15.9 22.1 4.6
(195) 2.0 84.0 16.0 7.0 3.0 31.0 43.0 9.0
100.0 3.6 38.2 4.9 5.3 1.3 19.1 18.2 9.3
(225) 8.0 86.0 11.0 12.0 3.0 43.0 41.0 21.0
100.0 - 24.8 5.0 4.3 1.9 24.8 23.6 15.5
(161) 0.0 40.0 8.0 7.0 3.0 40.0 38.0 25.0

（再掲） 100.0 1.4 43.3 6.6 4.1 1.2 14.4 22.5 6.5
総数 40歳以上 (2,173) 30.0 940.0 143.0 90.0 26.0 312.0 490.0 142.0

100.0 1.5 43.6 7.0 4.5 1.0 13.3 23.1 6.0

(1,152) 17.0 502.0 81.0 52.0 12.0 153.0 266.0 69.0

100.0 1.3 42.9 6.1 3.7 1.4 15.6 21.9 7.1

(1,021) 13.0 438.0 62.0 38.0 14.0 159 224 73

総数

男

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70～79歳

 男　40歳以上

 女　40歳以上

 80歳以上

女

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70～79歳

 80歳以上
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（３）肺がん検診の受診状況－性・年齢階級別 

肺がん検診の受診状況を性・年齢階級別にみると、40 歳以上で「１年に１回程度」の割合は、

男性 53.8％、女性 48.2％となっている。（表Ⅱ-5-5）【本文 166p】 
 

表Ⅱ-5-5 肺がん検診の受診状況－性・年齢階級別 

   
 

  

 
総
数

　
１
年
に
２
回
以
上

　
１
年
に
１
回
程
度

　
２
年
に
１
回
程
度

　
３
～

５
年
に
1
回
程
度

　
６
年
以
上
に
1
回
程
度

　
定
期
的
で
は
な
い
が

　
受
診
し
た
こ
と
が
あ
る

　
受
診
し
た
こ
と
が
な
い

　
無
回
答

100.0 2.6 46.0 3.5 1.7 0.6 9.5 28.6 7.4
(2,658) 69.0 ##### 94.0 46.0 17.0 253.0 759.0 196.0
100.0 2.9 49.3 3.4 1.4 0.7 9.0 27.1 6.2

(1,384) 40.0 682.0 47.0 20.0 10.0 124.0 375.0 86.0

100.0 - 15.0 3.8 2.5 - - 72.5 6.3
(80) 0.0 12.0 3.0 2.0 0.0 0.0 58.0 5.0

100.0 0.7 32.9 2.0 0.7 - 4.6 55.9 3.3
(152) 1.0 50.0 3.0 1.0 0.0 7.0 85.0 5.0
100.0 0.9 56.3 3.8 0.9 - 8.9 25.4 3.8
(213) 2.0 120.0 8.0 2.0 0.0 19.0 54.0 8.0
100.0 2.3 57.4 4.2 1.3 1.3 7.7 22.9 2.9
(310) 7.0 178.0 13.0 4.0 4.0 24.0 71.0 9.0
100.0 4.7 59.8 2.0 2.0 1.6 10.2 15.6 4.3
(256) 12.0 153.0 5.0 5.0 4.0 26.0 40.0 11.0
100.0 4.7 48.1 3.0 2.1 0.4 11.6 19.7 10.3
(233) 11.0 112.0 7.0 5.0 1.0 27.0 46.0 24.0
100.0 5.0 40.7 5.7 0.7 0.7 15.0 15.0 17.1
(140) 7.0 57.0 8.0 1.0 1.0 21.0 21.0 24.0
100.0 2.3 42.6 3.7 2.0 0.6 10.1 30.1 8.6

(1,272) 29.0 542.0 47.0 26.0 7.0 129.0 383.0 109.0

100.0 - 12.6 - - - 2.9 77.7 6.8
(103) 0.0 13.0 0.0 0.0 0.0 3.0 80.0 7.0
100.0 0.7 25.0 1.4 2.0 - 4.7 56.8 9.5
(148) 1.0 37.0 2.0 3.0 0.0 7.0 84.0 14.0
100.0 2.7 57.1 4.9 0.5 1.1 4.9 25.3 3.3
(182) 5.0 104.0 9.0 1.0 2.0 9.0 46.0 6.0
100.0 1.6 55.8 5.0 2.7 1.2 8.9 19.0 5.8
(258) 4.0 144.0 13.0 7.0 3.0 23.0 49.0 15.0
100.0 2.1 47.7 6.2 3.6 - 11.8 23.1 5.6
(195) 4.0 93.0 12.0 7.0 0.0 23.0 45.0 11.0
100.0 4.4 43.1 3.1 2.2 0.9 15.6 19.6 11.1
(225) 10.0 97.0 7.0 5.0 2.0 35.0 44.0 25.0
100.0 3.1 33.5 2.5 1.9 - 18.0 21.7 19.3
(161) 5.0 54.0 4.0 3.0 0.0 29.0 35.0 31.0

（再掲） 100.0 3.1 51.2 4.0 1.8 0.8 10.9 20.8 7.5
総数 40歳以上 (2,173) 67.0 ##### 86.0 40.0 17.0 236.0 451.0 164.0

100.0 3.4 53.8 3.6 1.5 0.9 10.2 20.1 6.6

(1,152) 39.0 620.0 41.0 17.0 10.0 117.0 232.0 76.0

100.0 2.7 48.2 4.4 2.3 0.7 11.7 21.4 8.6

(1,021) 28.0 492.0 45.0 23.0 7.0 119 219 88

総数

男

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70～79歳

 男　40歳以上

 女　40歳以上

 80歳以上

女

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70～79歳

 80歳以上



- 31 - 

（４）乳がん検診の受診状況－年齢階級別 

女性の乳がん検診の受診状況を年齢階級別にみると、「２年に１回程度」の割合は、60 代では

24.1％となっている。 

40歳以上では、「２年に１回程度」の割合が 16.5％、「１年に１回程度」が 20.9％、「１年に２

回以上」が 1.1％となっており、これらを合わせた割合は 38.4％となっている。（表Ⅱ-5-7） 

【本文 168p】 
 

表Ⅱ-5-7 乳がん検診の受診状況－年齢階級別 

 
 

（５）子宮頸がん検診の受診状況－年齢階級別 

女性の子宮頸がん検診の受診状況は、「２年に１回程度」、「１年に１回程度」及び「１年に２回

以上」の割合がそれぞれ、11.2％、20.7％、1.0％となっている。 

年齢階級別にみると、60歳以下のすべての年代で、「１年に１回程度」の割合（16.5％～36.8％）

が「２年に１回程度」（5.8％～16.4％）を上回っている。（表Ⅱ-5-9）【本文 170p】 
 

表Ⅱ-5-9 子宮頸がん検診の受診状況－年齢階級別 

   

 
総
数

　
１
年
に
２
回
以
上

　
１
年
に
１
回
程
度

　
２
年
に
１
回
程
度

　
３
～

５
年
に
1
回
程
度

　
６
年
以
上
に
1
回
程
度

　
定
期
的
で
は
な
い
が

　
受
診
し
た
こ
と
が
あ
る

　
受
診
し
た
こ
と
が
な
い

　
無
回
答

100.0 1.0 20.2 14.0 3.2 1.5 17.9 24.2 17.9
(1,272) 13.0 257.0 178.0 41.0 19.0 228.0 308.0 228.0
100.0 1.0 7.8 1.0 1.0 0.0 5.8 70.9 12.6
(103) 1.0 8.0 1.0 1.0 0.0 6.0 73.0 13.0
100.0 0.7 24.3 6.1 3.4 0.7 11.5 29.7 23.6
(148) 1.0 36.0 9.0 5.0 1.0 17.0 44.0 35.0
100.0 2.2 35.2 15.4 2.7 0.5 9.9 12.1 22.0
(182) 4.0 64.0 28.0 5.0 1.0 18.0 22.0 40.0
100.0 1.2 30.6 20.2 4.3 1.9 13.2 10.1 18.6
(258) 3.0 79.0 52.0 11.0 5.0 34.0 26.0 48.0
100.0 0.5 20.5 24.1 5.6 2.6 18.5 16.4 11.8
(195) 1.0 40.0 47.0 11.0 5.0 36.0 32.0 23.0
100.0 0.9 9.8 14.7 2.2 2.2 28.4 26.2 15.6
(225) 2.0 22.0 33.0 5.0 5.0 64.0 59.0 35.0
100.0 0.6 5.0 5.0 1.9 1.2 32.9 32.3 21.1
(161) 1.0 8.0 8.0 3.0 2.0 53.0 52.0 34.0
100.0 1.1 20.9 16.5 3.4 1.8 20.1 18.7 17.6

(1,021) 11.0 213.0 168.0 35.0 18.0 205.0 191.0 180.0
（再掲）
40歳以上

 60～69歳

 70～79歳

 80歳以上

 50～59歳

総数（女）

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

38.4
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１
年
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１
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年
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１
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３
～

５
年
に
1
回
程
度
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年
以
上
に
1
回
程
度

　
定
期
的
で
は
な
い
が

　
受
診
し
た
こ
と
が
あ
る

　
受
診
し
た
こ
と
が
な
い

　
無
回
答

100.0 1.0 20.7 11.2 4.0 1.1 18.2 24.4 19.5
(1,272) 13.0 263.0 142.0 51.0 14.0 231.0 310.0 248.0
100.0 1.9 16.5 5.8 2.9 0.0 12.6 50.5 9.7
(103) 2.0 17.0 6.0 3.0 0.0 13.0 52.0 10.0
100.0 0.7 27.7 12.8 3.4 0.7 12.2 20.9 21.6
(148) 1.0 41.0 19.0 5.0 1.0 18.0 31.0 32.0
100.0 1.6 36.8 12.6 2.2 1.1 11.0 12.1 22.5
(182) 3.0 67.0 23.0 4.0 2.0 20.0 22.0 41.0
100.0 1.6 29.5 15.1 6.6 1.9 15.5 10.9 19.0
(258) 4.0 76.0 39.0 17.0 5.0 40.0 28.0 49.0
100.0 0.0 22.6 16.4 5.6 1.0 20.0 21.0 13.3
(195) 0.0 44.0 32.0 11.0 2.0 39.0 41.0 26.0
100.0 0.9 7.6 9.8 3.6 1.3 23.6 32.4 20.9
(225) 2.0 17.0 22.0 8.0 3.0 53.0 73.0 47.0
100.0 0.6 0.6 0.6 1.9 0.6 29.8 39.1 26.7
(161) 1.0 1.0 1.0 3.0 1.0 48.0 63.0 43.0

 60～69歳

 70～79歳

 80歳以上

総数（女）

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳
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第６章 肝炎ウイルス検査の状況 

１ 肝炎ウイルス検査の認知度 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、区市町村や保健所で、Ｂ型肝炎ウイルス、Ｃ型肝炎ウイルス

への感染の有無を調べる肝炎ウイルス検査が行われていることを知っているか聞いたところ、「知

っている」割合が 36.0％、「知らない」が 62.2％となっている。（図Ⅱ-6-1）【本文 173p】 

 

 図Ⅱ-6-1 肝炎ウイルス検査の認知度 

 

 

第７章 糖尿病 

１ 生活習慣の改善による発症予防について知っていること[複数回答] 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、生活習慣の改善による発症予防について、以下のようなこと

を知っているか聞いたところ、「糖尿病を予防するには、適切な量と質の食習慣や、階段利用などの

日常生活の工夫による運動習慣に気を付けるとともに、ストレスをためない生活習慣の実践をする

ことが大切である」と回答した割合が 63.0％と最も高くなっている。（図Ⅱ-7-1）【本文 177p】 

 

図Ⅱ-7-1 生活習慣の改善による発症予防について知っていること[複数回答] 

 

 

36.6 

36.0 

59.5 

62.2 

3.9 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

（5,627人）

令和６年度

（2,658人）

知らない知っている 無回答

63.0 

47.2 

40.1 

29.3 

23.3 

2.3 

59.7 

43.5 

41.2 

28.0 

22.2 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

糖尿病を予防するには、適切な量と質の食習慣や、階段利用などの

日常生活の工夫による運動習慣に気を付けるとともに、ストレスをた

めない生活習慣の実践をすることが大切である

糖尿病は大きく分類すると、膵臓のインスリンを作る細胞が破壊さ

れ、体の中のインスリンの量が絶対的に足りなくなることで発症す

る１型と、過食や運動不足などの生活習慣等によるインスリンの作用

不足により発症する２型があり、日本人の糖尿病の多くは２型である

肥満の人は糖尿病になりやすいが、欧米人と比べてもともとインスリ

ン分泌能力が低い日本人・アジア人は太っていなくても糖尿病になる

危険性がある

インスリンの働きを悪くする要因として、ストレスも関連していると考え

られるため、夜更かしを控えて適切な睡眠をとり、趣味を楽しむなど、

心にゆとりを持つことが大切である

いずれも知らない

無回答

令和６年度（2,658人）

令和元年度（5,627人）
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２ 糖尿病り患状況 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、健診等の結果、糖尿病と言われたことがあるか聞いたところ、

「『糖尿病である』と言われたことがある」割合が 5.9％、「『血糖値が高い』『糖尿病になりかけて

いる』などと言われたことがある」が 9.5％となっており、これらを合わせた割合は 15.4％となっ

ている。一方で、「何も言われたことはない」の割合は 78.1％となっている。（図Ⅱ-7-2）【本文 179p】 

 

図Ⅱ-7-2 糖尿病り患状況 

 

（注）※は、令和元年度調査では「『血糖値が高い』『糖尿病の境界型』『糖尿病の気がある』『糖尿病になりかけている』など

といわれたことがある」としていた。 

 

３ 糖尿病の悪化で起こる状態の認知度[複数回答] 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、糖尿病が悪化することで、以下のような状態になることを知

っているか聞いたところ、「腎臓の機能が低下し、症状が悪化すると人工透析が必要な状態になる」

と回答した割合が 69.1％で最も高く、次いで「眼の網膜にある血管がつまったり出血しやすくなり、

症状が悪化すると失明にいたることがある」が 56.5％となっている。（図Ⅱ-7-8）【本文 184p】 

 

図Ⅱ-7-8 糖尿病の悪化で起こる状態の認知度[複数回答] 

 
（注１）※１は、令和元年度調査では、「腎臓の機能が低下し、放置し症状が進むと人工透析が必要な状態になる」として

いた。 

（注２）※２は、令和元年度調査では、「眼の網膜にある血管がつまったり出血しやすくなり、放置し症状が進むと失明に

いたることがある」としていた。 

（注３）※３は、令和元年度調査では、「手足のしびれや痛み、感覚が鈍くなるなどの症状がでる」としていた。 

5.9

5.0 

9.5

9.0 

78.1

74.0 

4.4

7.7 

2.1

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和６年度

（2,658人）

令和元年度

（5,627人）

無回答「血糖値が高い」

「糖尿病になりかけている」

などと言われたことがある※

「糖尿病である」と

言われたことがある

何も言われたことはない 健診、検査を
受けていない

15.4

69.1 

56.5 

49.9 

47.0 

38.3 

16.9 

2.1 

67.5 

58.8 

44.9 

42.3 

38.8 

14.6 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

腎臓の機能が低下し、症状が悪化すると

人工透析が必要な状態になる※１

眼の網膜にある血管がつまったり出血しやすくなり、

症状が悪化すると失明にいたることがある※２

心臓の血管がつまりやすくなり、心筋梗塞や狭心症などの

心臓病を起こしやすい

脳の血管がつまりやすくなり、脳梗塞などを起こしやすい

手足のしびれや痛みなどの症状がでる※３

いずれも知らない

無回答

令和６年度（2,658人）

令和元年度（5,627人）
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第８章 感染症対策の状況 

１ 家庭内の感染症対策[複数回答] 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、家庭内に発熱や咳、下痢など感染症かもしれない症状がある方

がいる場合の家庭内の感染症対策を聞いたところ、「アルコール手指消毒や手洗いの回数を増やす」

の割合が 66.3％で最も高く、次いで「症状がある人と同じ部屋にいる時はマスクをする」が 52.6％

となっている。（図Ⅱ-8-1）【本文 187p】 

 

図Ⅱ-8-1 家庭内の感染症対策[複数回答] 

 

 

２ 感染症の症状がある場合の外出と外出先[複数回答] 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、発熱や咳、下痢など感染症かもしれない症状がある場合、通

勤・通学や買物、レジャーなどのために外出するか聞いたところ、「症状がある間は、外出は一切し

ない」の割合が 47.4％で最も高く、次いで「レジャーや会食などは控える（不要不急の外出は避け

る）が、用事によっては外出する」が 38.5％となっている。（図Ⅱ-8-2） 

「レジャーや会食などは控える（不要不急の外出は避ける）が、用事によっては外出する」人（1,024

人）に外出する用事を聞いたところ、「買物（生活必需品）」の割合が 78.6％、「通勤・通学」が 49.1％

となっている。（図Ⅱ-8-3）【本文 189p】 

 

   図Ⅱ-8-2 感染症の症状がある場合の外出      図Ⅱ-8-3 外出先[複数回答] 

 

66.3 

52.6 

51.0 

45.1 

31.6 

18.4 

6.9 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

アルコール手指消毒や手洗いの

回数を増やす

症状がある人と同じ部屋にいる時は

マスクをする

症状がある人が使うタオルは、

別の人と分ける

症状がある人と食事時間や場所を分ける

症状がある人が使ったトイレは消毒する

（または専用のトイレとする）

一人暮らしなので、何もしない

特に何もしない

無回答

総数(2,658人）

レジャーや会食などは

控える（不要不急の外

出は避ける）が、用事に

よっては外出する

38.5 

症状がある間は、

外出は一切しない

47.4 

マスクをするな

ど感染対策をす

るが、行動に制

限はしない

8.9 

特に制限は

しない

3.0 

無回答

2.1 

100%

(2,658人)

78.6 

49.1 

6.4 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

買物（生活必需品）

通勤・通学

その他

無回答

総数（1,024人)

外出する人の回答
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３ 感染症情報への関心とチェックしている情報源[複数回答] 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、感染症（インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症、感染

性胃腸炎（ノロウイルスなど）など）の情報に関心があり、チェックしているか聞いたところ、「関

心があり、チェックしている」の割合が 48.0％で最も高く、次いで「関心はあるが、チェックして

いない」が 42.5％となっている。（図Ⅱ-8-4） 

「関心があり、チェックしている」人（1,276 人）にチェックしている情報源を聞いたところ、

「テレビ、ラジオ」の割合が 74.0％、「新聞、雑誌」が 39.9％となっている。（図Ⅱ-8-5）【本文 192p】 
 

 

図Ⅱ-8-4 感染症情報への関心 

  

図Ⅱ-8-5 チェックしている情報源〔複数回答〕 

 

 

 

 

 

 

関心があり、

チェック

している

48.0 

関心はあるが、

チェックしていない

42.5 

関心がない

8.5 

無回答

1.0 

100%

(2,658人)

74.0 

39.9 

34.7 

28.0 

23.1 

21.2 

17.3 

16.8 

14.5 

14.4 

13.2 

11.8 

8.0 

3.9 

1.2 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

テレビ、ラジオ

新聞、雑誌

家族や友人・知人

医療機関

区市町村の広報誌

学校や職場(生徒・職員向けのお知らせなど)

都のインターネットサイト

専門機関・専門家のインターネットサイト、SNS

区市町村のインターネットサイト、SNS

都の広報誌

国のインターネットサイト、SNS

個人ユーザーのインターネットサイト、SNS

都のSNS(X、Facebook、Instagram、LINEなど)

国の広報誌

その他

無回答

総数(1,276人）

関心があり、チェックしている人の回答 
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第９章 結核 

１ 胸のレントゲン検査の受診の有無と受診しなかった理由[複数回答] 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、この１年以内に胸のレントゲン検査を受けたことがあるか聞

いたところ、「受けたことがある」の割合が 74.0％、「受けたことがない」が 25.0％となっている。

（図Ⅱ-9-1） 

「受けたことがない」人（664人）に受診しなかった理由を聞いたところ、「現在、健康に問題は

なく、必要性を感じないから」の割合が 46.1％、「受ける機会がないから」が 28.6％となっている。

（図Ⅱ-9-2）【本文 P195】 
 

図Ⅱ-9-1 胸のレントゲン検査の受診の有無  図Ⅱ-9-2 胸のレントゲン検査を 
受診しなかった理由［複数回答］ 

   
２ 結核に関する知識の認知度[複数回答] 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、結核について、以下のようなことを知っているか聞いたとこ

ろ、「周りの人にうつすおそれのある病気である」と回答した割合が 57.0％と最も高く、次いで「き

ちんと薬を飲めば治る病気である」が 49.7％、「発見が遅れると重症化する」が 45.4％となってい

る。（図Ⅱ-9-4）【本文 199p】 
 

図Ⅱ-9-4 結核に関する知識の認知度[複数回答] 

 
（注）※は、令和元年度調査では「結核菌は主に肺の内部で増えるため、咳・たん・微熱など、風邪の症状と似ている」

としていた。 
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16.9 

1.5 

61.4 

53.3 

47.3 47.4 49.1 
43.9 

33.0 34.3 

29.1 

13.7 

10.1 10.1 7.8 
11.4 

4.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

周
り
の
人
に
う
つ
す
お
そ
れ
の
あ
る

病
気
で
あ
る

き
ち
ん
と
薬
を
飲
め
ば
治
る
病
気
で

あ
る

発
見
が
遅
れ
る
と
重
症
化
す
る

感
染
し
た
場
合
、
入
院
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

日
本
で
は
、
か
か
る
人
が
ま
だ
た
く

さ
ん
い
る

結
核
菌
は
主
に
肺
の
内
部
で
増
え
る

た
め
、
咳
・
た
ん
・
微
熱
な
ど
、
風
邪

の
症
状
と
似
て
い
る
※

職
場
の
定
期
健
診
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
は
、
結
核
の
早
期
発
見
に

つ
な
が
る

感
染
し
て
も
す
ぐ
に
発
病
す
る
と
は

限
ら
な
い

2
週
間
以
上
、
咳
が
続
く
と
き
は
、
結

核
に
か
か
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

相
談
は
保
健
所
で
受
け
ら
れ
る

全
国
的
に
、
8
0
歳
以
上
の
結
核
が

多
い

治
療
費
の
一
部
を
公
費
で
負
担
す
る

制
度
が
あ
る

東
京
で
は
、
全
国
と
比
べ
て
、
2
0
歳

代
の
結
核
が
多
い

い
ず
れ
も
知
ら
な
い

無
回
答
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第 10章 医療機関の受診状況 

１ 過去１年間の医療機関の受診の有無と受診した傷病名[複数回答] 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、この１年間に病院や診療所を受診したか聞いたところ、「受診

した」割合が 90.3％、「受診していない」が 9.1％となっている。（図Ⅱ-10-1） 

また、「受診した」と回答した人（2,401 人）に、どのような傷病で受診したかを聞いたところ、

「歯の病気（虫歯を含む）」の割合が 34.2％、「高血圧症」が 21.7％、「眼の病気」が 20.2％、「急

性鼻咽頭炎（かぜ）」が 15.1％、「花粉症」が 13.7％となっている。（図Ⅱ-10-2）【本文 203p】 
 

図Ⅱ-10-1 過去 1年間の医療機関受診の有無    図Ⅱ-10-2 受診した傷病名[複数回答] 

（上位 10位まで）  

 
 
２ 医療情報の入手方法[複数回答] 

20 歳以上の世帯員（2,658 人）に、医療情報をどのように入手しているか聞いたところ、「テレ

ビ・ラジオ」の割合が 37.2％、「医療機関のホームページ」が 35.9％、「友人・知人からの情報」が

29.2％となっている。（図Ⅱ-10-3）【本文 212p】 
 

図Ⅱ-10-3 医療情報の入手方法[複数回答] 

 
（注１） ＊は、令和元年度調査では選択肢を設けていなかった。 

（注２） ※１の「上記以外」とは「医療機関のホームページ」、「医療情報ネット（ナビイ）」、「医師会のホームページ」、「福祉医療機構の福祉・保健・医療の情

報サイト「WAM NET」」、「日本医療機能評価機構の医療情報サービス「Minds」」を示している。 

（注３） ※２は、令和元年度調査では「SNS（ツイッター、フェイスブック等）・ブログ・掲示板」としていた。 

（注４）  ※３は、令和元年度調査では「健康関連の本」と「雑誌の特集記事」に選択肢を分けていた。 

（注５） ※４は、令和元年度調査では「東京都医療機関案内サービス「ひまわり」」としていた。 
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３ 医療機関を選ぶために欲しい医療情報[複数回答] 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、病院や診療所などの医療機関を選ぶために欲しい情報はどの

ような情報か聞いたところ、「診療日・診療時間」の割合が 68.1％、「かかりたい医療機関の所在地・

連絡先等」が 65.2％、「実施している手術・治療の内容や件数等の診療実績」が 33.4％となってい

る。（図Ⅱ-10-4）【本文 215p】 

  

 図Ⅱ-10-4 医療機関を選ぶために欲しい医療情報[複数回答] 
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第 11章 がん医療・在宅療養・リハビリテーション医療・在宅医療 

１ がん医療対策に望むこと[複数回答] 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、がん医療対策について、どういったことに力を入れてほしい

と思うか聞いたところ、「高度ながん医療の提供（患者の病状にあわせ、高い水準で適切な治療が受

けられるような体制の整備）」の割合が 58.7％と最も高く、「がん患者や家族が、治療法や不安・悩

みなどを気軽に相談できる窓口の充実」が 49.5％、「緩和ケアの充実」が 46.9％となっている。 

（図Ⅱ-11-1）【本文 217p】 

 

  図Ⅱ-11-1 がん医療対策に望むこと[複数回答] 
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２ がんに関する相談内容[複数回答] 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、もしも、がんと診断された場合、専門の相談窓口へ相談した

いと思うものを聞いたところ、「がんの治療法（体調に応じた治療方法や痛みへの対応、薬の副作用

など）」の割合が 81.9％と最も高く、次いで「治療費等の経済的負担」が 65.5％、「医療機関の選び

方」が 49.5％となっている。（図Ⅱ-11-2）【本文 219p】 

 

  図Ⅱ-11-2 がんに関する相談内容[複数回答] 

  

（注１） ※１は、令和元年度調査では「がんの治療法」としていた。 

（注２） ※２は、令和元年度調査では「専門的な医療を受けられる医療機関」としていた。 

（注３） ※３は、令和元年度調査では「周囲の人への伝え方や相談の仕方」としていた。 

（注４） ※４は、令和元年度調査では「医師や看護師等の医療者との関係」としていた。 
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３ 在宅療養の理想とその実現可能性 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、脳卒中の後遺症や末期がんなどで長期の療養が必要になった

場合、理想として自宅で療養を続けたいと思うか聞いたところ、「そう思う」の割合が 33.9％、「そ

う思わない」が 27.6％、「わからない」が 36.8％となっている。（図Ⅱ-11-3） 

また、「そう思う」と回答した人（902 人）に、実現可能だと思うか聞いたところ、「実現可能だ

と思う」の割合が 33.3％、「実現は難しいと思う」が 48.9％、「わからない」が 17.0％となってい

る。（図Ⅱ-11-4）【本文 221p】 

 

図Ⅱ-11-3 在宅療養の理想        図Ⅱ-11-4 在宅療養の実現可能性  

 

  
 

４ 在宅療養の実現が難しいと思う理由[複数回答] 

在宅療養の実現は難しいと思う人（441人）に、その理由を聞いたところ、「家族に負担をかける

から」の割合が 71.2％と最も高く、次いで「在宅医療や在宅介護でどのようなケアを受けられるか

わからないから」が 46.0％、「急に病状が変わったときの対応が不安だから」が 44.9％となってい

る。（図Ⅱ-11-7）【本文 224p】 
 

  図Ⅱ-11-7 在宅療養の実現が難しいと思う理由[複数回答] 
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５ 最期の過ごし方の希望 

 脳卒中の後遺症や末期がんなどで長期の療養が必要になった場合、理想として自宅で療養を続け

たいと思う人（902人）に、自分の最期をどのように過ごしたいか聞いたところ、「自宅で最後まで

療養したい」の割合が 36.1％、「自宅で療養して、最後は医療機関に入院したい」が 29.7％、「自宅

で療養して、必要になったら特別養護老人ホームなどの介護保険施設に入所したい」が 18.1％とな

っている。（図Ⅱ-11-8）【本文 226p】 
 

 

図Ⅱ-11-3 在宅療養の理想        図Ⅱ-11-8 最期の過ごし方の希望  
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６ リハビリテーション又は在宅医療の利用状況[複数回答] 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、リハビリテーションまたは在宅医療を利用したことがあるか

聞いたところ、リハビリテーションについては、「通所・通院リハビリテーション」を利用した割合

が 7.3％、「回復期リハビリテーション」が 4.8％となっている。一方、「利用したことがない」は、

85.6％となっている。（図Ⅱ-11-9） 

また、在宅医療については、「訪問看護」を利用した割合が 2.6％、「訪問診療」が 2.3％となって

いる。一方「利用したことがない」は、85.5％となっている。（図Ⅱ-11-10）【本文 228p】 

 

図Ⅱ-11-9 リハビリテーションの利用状況[複数回答]  

  

図Ⅱ-11-10 在宅医療の利用状況[複数回答] 
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第 12章 保健医療関連施策等の認知度 

１ 保健医療関連施策等の認知度、利用経験 

20歳以上の世帯員（2,658人）に、この調査に回答する以前に、以下の項目を知っていたかどう

か聞いたところ、「知っている」割合は、「緩和ケア」が 40.9％で最も高く、次いで「8020運動（歯

科）」が 40.5％、「特定健診・特定保健指導」が 38.6％となっている。（図Ⅱ-12-1）【本文 233p】 
 

図Ⅱ-12-1 保健医療関連施策等の認知度 
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また、以下の項目について認知度に加え、利用経験の有無を聞いたところ、「知っている」の割合

は「救急相談センター（＃7119）」が 38.4％、「保険適用による禁煙治療」が 25.7％となっており、

「利用経験あり」の割合は、「救急相談センター（＃7119）」が 13.6％で最も高く、次いで「東京都

医療機関案内サービス『ひまわり』（電話案内）」が 3.2％、「子供の健康相談室（小児救急相談）（＃

8000）」が 3.0％となっている。（図Ⅱ-12-2）【本文 234p】 
 
図Ⅱ-12-2 保健医療関連施策等の認知度、利用経験 
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（小児救急相談）（＃8000）

救急相談センター（＃7119)

「暮らしの中の医療情報ナビ」

東京都医療機関案内サービス

「ひまわり」（電話案内）

「医療情報ネット（ナビイ）」

総数（2,658人） 知っている 中身は知らない
が、言葉は
聞いたことがある

知らない 無回答

利用経験あり 利用経験なし
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